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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　横電界方式で表示動作が行われるとともに、反射表示領域と透過表示領域とが１画素内
に設けられた半透過型の液晶表示装置であって、
　液晶層を挟んで互いに対向するように配置された第１基板および第２基板と、
　前記第１基板の前記液晶層側の表面上に形成された第１電極と、
　前記第１電極の前記液晶層側の表面上に形成され、前記液晶層の液晶分子の配向を制御
するためのスリットを有しているとともに、前記第１電極との間で電界を発生させて前記
液晶層の液晶分子を駆動する第２電極と、
　前記第２基板の前記液晶層側の表面上の前記反射表示領域に対応する領域に形成され、
前記反射表示領域における前記液晶層の厚みが前記透過表示領域における前記液晶層の厚
みよりも小さくなるように調整するための凸状の調整層とを備え、
　前記スリットは、前記反射表示領域に対応する領域および前記透過表示領域に対応する
領域の各々に複数個ずつ配置され、
　前記反射表示領域に対応する領域は、所定数のスリットをそれぞれ含む第１のスリット
群と第２のスリット群とを有し、
　前記透過表示領域に対応する領域は、所定数のスリットをそれぞれ含む第３のスリット
群と第４のスリット群とを有し、
　前記第１のスリット群と前記第３のスリット群、ならびに前記第２のスリット群と前記
第４のスリット群は、前記調整層によって形成される前記第２基板側の段差部を挟んで隣
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接し、
　平面的に見た場合に、前記第２電極の端部領域よりも内側の領域において、前記スリッ
トのエッジと、前記段差部とが重ならないように構成されているとともに、
　前記第１のスリット群と前記第２のスリット群との間、ならびに前記第３のスリット群
と前記第４のスリット群との間で前記スリットの傾斜がそれぞれ異なり、かつ、前記第１
のスリット群と前記第３のスリット群との間、ならびに前記第２のスリット群と前記第４
のスリット群との間で前記スリットの傾斜がそれぞれ異なる液晶表示装置。
【請求項２】
　前記段差部は、前記スリットが形成されていない部分に位置し、
　前記段差部の所定方向の中心と、前記スリットが形成されていない部分の前記所定方向
の中心とが一致している請求項１に記載の液晶表示装置。
【請求項３】
　前記第１のスリット群と前記第４のスリット群との間、ならびに前記第２のスリット群
と前記第３のスリット群との間で、前記スリットの傾斜が同方向である請求項１または請
求項２に記載の液晶表示装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本技術は、液晶表示装置に関し、特に、横電界方式で表示動作が行われるとともに、反
射表示領域と透過表示領域とが１画素内に設けられた半透過型の液晶表示装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来、反射表示領域および透過表示領域の２つの表示領域が設けられた画素を複数含む
半透過型の液晶表示装置が知られている（たとえば、特許文献１参照）。さらに、従来で
は、液晶層内に発生させた横電界により液晶分子を駆動して表示動作を行う横電界方式を
採用した液晶表示装置も知られている。
【０００３】
　図９は、従来の横電界方式を採用した半透過型の液晶表示装置の構造の一例を簡略的に
示した断面図である。まず、図９を参照して、従来の横電界方式を採用した半透過型の液
晶表示装置の構造について説明する。
【０００４】
　従来の横電界方式を採用した半透過型の液晶表示装置は、図９に示すように、反射表示
領域１００ａおよび透過表示領域１００ｂの２つの表示領域が設けられた画素を複数含ん
でいる。なお、図９には、１画素分の構造を図示している。
【０００５】
　具体的な構造としては、従来の液晶表示装置は、液晶層１０１と、その液晶層１０１を
挟んで互いに対向するように配置されたＴＦＴ基板１０２およびＣＦ基板１０３とを少な
くとも備えている。なお、図示しないが、ＴＦＴ基板１０２には、薄膜トランジスタ（Ｔ
ＦＴ）などが設けられており、ＣＦ基板１０３には、カラーフィルタ（ＣＦ）などが設け
られている。
【０００６】
　また、ＴＦＴ基板１０２の前面側（液晶層１０１側）の表面上には、液晶層１０１の液
晶分子を駆動する横電界を発生させるための液晶駆動電極１０４が形成されている。この
液晶駆動電極１０４は、図示しないが、共通電極と、その共通電極の前面側の表面上に層
間絶縁膜を介して形成された画素電極とを含んでいる。そして、表示動作の際には、液晶
層１０１の液晶分子は、液晶駆動電極１０４に含まれる共通電極と画素電極との間に発生
する電界Ｅによって駆動される。また、ＴＦＴ基板１０２の前面側の表面上の反射表示領
域１００ａに対応する領域には、液晶層１０１に入射した光を反射するための反射膜１０
５が形成されている。
【０００７】
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　また、ＣＦ基板１０３の背面側（液晶層１０１側）の表面上の反射表示領域１００ａに
対応する領域には、液晶層１０１の厚みを調整するための凸状の調整層１０６が形成され
ている。この調整層１０６の厚みは、反射表示領域１００ａにおける液晶層１０１の厚み
が透過表示領域１００ｂにおける液晶層１０１の厚みの約半分となるように調整されてい
る。
【０００８】
　上記のような凸状の調整層１０６を設けた従来の構成では、反射表示領域１００ａに入
射した外光Ｌ１０１の液晶層１０１における光路長と、透過表示領域１００ｂに入射した
外光Ｌ１０２の液晶層１０１における光路長とを実質的に同じにすることが可能となる。
【０００９】
【特許文献１】特開２００７－４７８３３号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【００１０】
　しかしながら、上記した従来の構成において、液晶層１０１の厚みを調整するための凸
状の調整層１０６を設けた場合、その調整層１０６によって形成されるＣＦ基板１０３側
の段差部１０７が、液晶層１０１の液晶分子の配向乱れの原因となってしまう。したがっ
て、調整層１０６によって形成されるＣＦ基板１０３側の段差部１０７に対応する領域（
図９中の破線で囲まれた領域）に位置する液晶分子が駆動されると、液晶分子の配向が乱
れるという不都合が生じる。その結果、従来の液晶表示装置では、その表示品位が低下す
るという問題点がある。
【００１１】
　この技術は、上記のような課題を解決するためになされたものであり、この技術の目的
は、表示品位の低下を抑制することが可能な液晶表示装置を提供することである。
【課題を解決するための手段】
【００１２】
　上記目的を達成するために、この技術の一の局面による液晶表示装置は、横電界方式で
表示動作が行われるとともに、反射表示領域と透過表示領域とが１画素内に設けられた半
透過型の液晶表示装置であって、液晶層を挟んで互いに対向するように配置された第１基
板および第２基板と、第１基板の液晶層側の表面上に形成された第１電極と、第１電極の
液晶層側の表面上に形成され、液晶層の液晶分子の配向を制御するためのスリットを有し
ているとともに、第１電極との間で電界を発生させて液晶層の液晶分子を駆動する第２電
極と、第２基板の液晶層側の表面上の反射表示領域に対応する領域に形成され、反射表示
領域における液晶層の厚みが透過表示領域における液晶層の厚みよりも小さくなるように
調整するための凸状の調整層とを備え、スリットは、反射表示領域に対応する領域および
透過表示領域に対応する領域の各々に複数個ずつ配置され、反射表示領域に対応する領域
は、所定数のスリットをそれぞれ含む第１のスリット群と第２のスリット群とを有し、透
過表示領域に対応する領域は、所定数のスリットをそれぞれ含む第３のスリット群と第４
のスリット群とを有し、第１のスリット群と第３のスリット群、ならびに第２のスリット
群と第４のスリット群は、調整層によって形成される第２基板側の段差部を挟んで隣接し
、平面的に見た場合に、第２電極の端部領域よりも内側の領域において、スリットのエッ
ジと、段差部とが重ならないように構成されているとともに、第１のスリット群と第２の
スリット群との間、ならびに第３のスリット群と第４のスリット群との間でスリットの傾
斜がそれぞれ異なり、かつ、第１のスリット群と第３のスリット群との間、ならびに第２
のスリット群と第４のスリット群との間でスリットの傾斜がそれぞれ異なる。このように
構成すれば、反射表示領域および透過表示領域の各々がマルチドメイン構造となるので、
視野角の向上を図りながら、表示品位が低下するのを抑制することが可能となる。
【００１３】
　この一の局面による液晶表示装置では、上記のように、平面的に見た場合に、少なくと
も第２電極の端部領域よりも内側の領域において、第２電極のスリットのエッジと、調整
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層によって形成される第２基板側の段差部とが互いに重ならないように構成することによ
って、液晶層の液晶分子を駆動する電界は第２電極のスリットのエッジを跨ぐように第１
電極と第２電極との間に発生するので、調整層によって形成される第２基板側の段差部に
対応する領域に液晶分子を駆動するような電界が発生するのを抑制することができる。こ
れにより、調整層によって形成される第２基板側の段差部が液晶分子の配向を乱す原因と
なったとしても、その調整層によって形成される第２基板側の段差部に対応する領域に位
置する液晶分子は実質的に駆動しないので、液晶分子の配向が乱れてしまうという不都合
が生じるのを抑制することができる。その結果、液晶表示装置の表示品位が低下するのを
抑制することができる。
【００１４】
　上記一の局面による液晶表示装置において、平面的に見た場合に、少なくとも第２電極
の端部領域よりも内側の領域において、第２電極のスリットが形成されていない部分内に
、調整層によって形成される第２基板側の段差部が納まるようにしてもよい。このように
構成すれば、平面的に見た場合に、少なくとも第２電極の端部領域よりも内側の領域にお
いて、第２電極のスリットのエッジと、調整層によって形成される第２基板側の段差部と
が互いに重なってしまうのを容易に抑制することができる。
【００１５】
　この場合、平面的に見て、調整層によって形成される第２基板側の段差部の所定方向の
中心と、段差部が納まっている第２電極のスリットが形成されていない部分の所定方向の
中心とが互いに一致していることが好ましい。
【００１６】
　上記一の局面による液晶表示装置において、平面的に見た場合に、少なくとも第２電極
の端部領域よりも内側の領域において、第２電極のスリットの開口内に、調整層によって
形成される第２基板側の段差部が納まるようにしてもよい。このように構成すれば、平面
的に見た場合に、少なくとも第２電極の端部領域よりも内側の領域において、第２電極の
スリットのエッジと、調整層によって形成される第２基板側の段差部とが互いに重なって
しまうのを容易に抑制することができる。
【００１７】
　この場合、平面的に見て、調整層によって形成される第２基板側の段差部の所定方向の
中心と、段差部が納まっている第２電極のスリットの所定方向の中心とが互いに一致して
いることが好ましい。
【発明の効果】
【００１９】
　以上のように、本技術によれば、視野角の向上を図りながら、表示品位の低下を抑制す
ることが可能な液晶表示装置を容易に得ることができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００２０】
　（第１実施形態）
　図１は、本技術の第１実施形態による液晶表示装置の構造を示した断面図である。図２
は、図１に示した第１実施形態による液晶表示装置に設けられた画素電極（第２電極）の
平面図である。まず、図１および図２を参照して、第１実施形態による液晶表示装置の構
造について説明する。なお、第１実施形態による液晶表示装置は、たとえば、携帯電話や
カーナビゲーションなどに用いられる。
【００２１】
　第１実施形態の液晶表示装置は、図１に示すように、反射表示領域１１ａおよび透過表
示領域１１ｂの２つの表示領域が設けられた画素を複数含んでいる。すなわち、第１実施
形態の液晶表示装置は、半透過型の液晶表示装置である。なお、図１には、１画素分の構
造を図示している。
【００２２】
　ところで、反射表示モードとは、液晶表示装置の前面側から後述する液晶層１に入射し
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た外光（たとえば、太陽光など）Ｌ１を反射することによって表示を行うモードである。
その一方、透過表示モードとは、液晶表示装置の背面側から液晶層１に入射した外光（た
とえば、バックライト光など）Ｌ２を透過させることによって表示を行うモードである。
【００２３】
　具体的な構造としては、第１実施形態の液晶表示装置は、液晶層１と、その液晶層１を
挟んで互いに対向するように配置された一対の透明基板２および３とを少なくとも備えて
いる。なお、透明基板２および３は、それぞれ、本技術の「第１基板」および「第２基板
」の一例である。
【００２４】
　一方の透明基板２の前面側（液晶層１側）の表面上には、後述する画素電極６をスイッ
チング制御するための薄膜トランジスタ（図示せず）などが形成されている。この薄膜ト
ランジスタは、たとえば、層間絶縁膜（図示せず）によって覆われており、その層間絶縁
膜に形成されたコンタクトホール（図示せず）を介して画素電極６に接続される。
【００２５】
　また、透明基板２の前面側の表面上には、液晶層１の液晶分子を駆動するための液晶駆
動電極が形成されている。この液晶駆動電極は、ＩＴＯ膜などの透明導電膜からなる共通
電極４と、その共通電極４の前面側の表面上に層間絶縁膜５を介して形成されたＩＴＯ膜
などの透明導電膜からなる画素電極６とを含んでいる。なお、共通電極４および画素電極
６は、それぞれ、本技術の「第１電極」および「第２電極」の一例である。
【００２６】
　また、図１および図２に示すように、画素電極６には、液晶層１の液晶分子の配向を制
御するためのスリット６ａが複数形成されている。この画素電極６の複数のスリット６ａ
の各々は、平面的に見て、細長状に形成されている。そして、表示動作を行う際には、液
晶層１の液晶分子は、画素電極６のスリット６ａのエッジ６ｂを跨ぐように共通電極４と
画素電極６との間に発生する電界によって駆動される。すなわち、第１実施形態の液晶表
示装置は、液晶層１内に発生させた横電界により液晶分子を駆動して表示動作を行う横電
界方式を採用した液晶表示装置である。
【００２７】
　また、図１に示すように、共通電極４の前面側の表面上の反射表示領域１１ａに対応す
る領域には、液晶層１に入射した光を反射するための反射膜７が形成されている。このよ
うな反射膜７を反射表示領域１１ａに設けることによって、液晶表示装置の前面側からの
外光Ｌ１が反射表示領域１１ａに入射すると、その外光Ｌ１が反射膜７で反射されること
になる。その一方、上記したような反射膜７は透過表示領域１１ｂには設けられていない
ので、液晶表示装置の背面側からの外光Ｌ２が透過表示領域１１ｂに入射すると、その外
光Ｌ２が透過することになる。
【００２８】
　また、他方の透明基板３の背面側（液晶層１側）の表面上には、カラー画像の表示を行
うためのカラーフィルタ８が形成されており、そのカラーフィルタ８の前面側の表面上に
は、凸状の調整層９が形成されている。この調整層９は、反射表示領域１１ａに入射した
外光Ｌ１の液晶層１における光路長と、透過表示領域１１ｂに入射した外光Ｌ２の液晶層
１における光路長とを実質的に同じにする機能を有している。具体的には、調整層９は、
透過表示領域１１ｂには設けられておらず、反射表示領域１１ａにのみ設けられている。
そして、調整層９の厚みは、反射表示領域１１ａにおける液晶層１の厚みが透過表示領域
１１ｂにおける液晶層１の厚みの約半分となるように調整されている。
【００２９】
　ところで、上記のような凸状の調整層９を備えている第１実施形態の構成では、その調
整層９によって形成される段差部１０が透明基板３側に設けられることになる。そして、
図１および図２に示すように、調整層９によって形成される透明基板３側の段差部１０は
、平面的に見て、反射表示領域１１ａと透過表示領域１１ｂとを区切るように、反射表示
領域１１ａと透過表示領域１１ｂとの境界に沿って配置される。なお、反射表示領域１１
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ａと透過表示領域１１ｂとを区切る境界線（以下の説明では、単に境界線と言う）は、Ａ
方向（画素の短辺方向）に沿って延びている。
【００３０】
　ここで、第１実施形態では、平面的に見た場合に、少なくとも画素電極６の端部領域よ
りも内側の領域（図２中の破線で囲まれている領域）において、画素電極６のスリット６
ａのエッジ６ｂと、調整層９によって形成される透明基板３側の段差部１０とが互いに重
ならないように構成されている。
【００３１】
　具体的には、第１実施形態では、平面的に見た場合に、画素電極６の境界線付近に位置
する部分６ｃにスリット６ａが形成されないように、画素電極６の境界線付近に位置する
部分６ｃにおいてスリット６ａが分断されている。そして、平面的に見た場合に、少なく
とも画素電極６の端部領域よりも内側の領域（図２中の破線で囲まれている領域）におい
て、画素電極６の境界線付近に位置する部分（画素電極６のスリット６ａが形成されてい
ない部分）６ｃ内に、調整層９によって形成される透明基板３側の段差部１０が納まって
いる。さらに、第１実施形態では、平面的に見て、画素電極６の境界線付近に位置する部
分（画素電極６のスリット６ａが形成されていない部分）６ｃのＢ方向（Ａ方向と直交す
る方向）の中心と、調整層９によって形成される透明基板３側の段差部１０のＢ方向の中
心とが互いに一致している。
【００３２】
　なお、図示しないが、配向膜は、液晶層１の前面側および背面側の各々に設けられてい
る。
【００３３】
　図３および図４は、本技術の第１実施形態による液晶表示装置の表示動作を説明するた
めの模式図である。次に、図３および図４を参照して、第１実施形態による液晶表示装置
の表示動作について説明する。
【００３４】
　まず、図３の状態から液晶駆動電極（共通電極４および画素電極６）に対して駆動電圧
を印加すると、図４に示すように、共通電極４と画素電極６との間に電界Ｅが発生する。
これにより、共通電極４と画素電極６との間に発生した電界Ｅによって液晶層１の液晶分
子１ａが駆動される。
【００３５】
　この際、液晶層１の液晶分子１ａを駆動する電界Ｅは、画素電極６のスリット６ａのエ
ッジ６ｂを跨ぐように共通電極４と画素電極６との間に発生する。したがって、画素電極
６のスリット６ａが形成されていない部分６ｃの中央部に対応する領域（図４中の破線で
囲まれた領域）や画素電極６のスリット６ａの中央部に対応する領域には、液晶分子１ａ
を駆動するような電界Ｅが実質的に発生しない。すなわち、調整層９によって形成される
透明基板３側の段差部１０に対応する領域（図４中の破線で囲まれた領域）では、液晶分
子１ａが実質的に駆動しない。
【００３６】
　第１実施形態では、上記のように、平面的に見た場合に、少なくとも画素電極６の端部
領域よりも内側の領域において、画素電極６のスリット６ａのエッジ６ｂと、調整層９に
よって形成される透明基板３側の段差部１０とが互いに重ならないように構成することに
よって、液晶層１の液晶分子１ａを駆動する電界Ｅは画素電極６のスリット６ａのエッジ
６ｂを跨ぐように共通電極４と画素電極６との間に発生するので、調整層９によって形成
される透明基板３側の段差部１０に対応する領域に液晶分子１ａを駆動するような電界Ｅ
が発生するのを抑制することができる。これにより、調整層９によって形成される透明基
板３側の段差部１０が液晶分子１ａの配向を乱す原因となったとしても、その調整層９に
よって形成される透明基板３側の段差部１０に対応する領域に位置する液晶分子１ａは実
質的に駆動しないので、液晶分子１ａの配向が乱れてしまうという不都合が生じるのを抑
制することができる。その結果、液晶表示装置の表示品位が低下するのを抑制することが
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できる。
【００３７】
　また、第１実施形態では、上記のように、平面的に見た場合に、画素電極６の端部領域
よりも内側の領域において、画素電極６の境界線付近に位置する部分（画素電極６のスリ
ット６ａが形成されていない部分）６ｃ内に、調整層９によって形成される透明基板３側
の段差部１０が納まるように構成することによって、平面的に見た場合に、画素電極６の
端部領域よりも内側の領域において、画素電極６のスリット６ａのエッジ６ｂと、調整層
９によって形成される透明基板３側の段差部１０とが互いに重なってしまうのを容易に抑
制することができる。
【００３８】
　図５は、第１実施形態の変形例による液晶表示装置に設けられた画素電極（第２電極）
の平面図である。図５を参照して、この第１実施形態の変形例による液晶表示装置は、画
素電極６のスリット６ａの傾斜方向が上記第１実施形態と異なること以外は、上記第１実
施形態と同様に構成されている。
【００３９】
　このように、画素電極６のスリット６ａの傾斜方向を上記第１実施形態と異ならせたと
しても、上記第１実施形態と同様の効果を得ることができる。
【００４０】
　（第２実施形態）
　図６は、本技術の第２実施形態による液晶表示装置に設けられた画素電極（第２電極）
の平面図である。次に、図６を参照して、第２実施形態による液晶表示装置の構造につい
て説明する。
【００４１】
　第２実施形態による液晶表示装置では、図６に示すような画素電極（第２電極）２６が
用いられている。なお、第２実施形態による液晶表示装置の画素電極２６以外の部分の構
造は、図１に示した第１実施形態の液晶表示装置の構造と同様である。
【００４２】
　第２実施形態の画素電極２６は、液晶層１の液晶分子の配向を制御するためのスリット
２６ａを有している。この画素電極２６のスリット２６ａは、平面的に見て細長状に形成
されているとともに、反射表示領域１１ａに対応する領域および透過表示領域１１ｂに対
応する領域の各々に複数個ずつ配置されている。また、反射表示領域１１ａに対応する領
域および透過表示領域１１ｂに対応する領域の各々に配置された画素電極２６の複数個の
スリット２６ａは、所定数のスリット２６ａをそれぞれ含む２つのスリット群に分類され
ている。そして、反射表示領域１１ａに対応する領域および透過表示領域１１ｂに対応す
る領域の各々において、画素電極２６のスリット２６ａの平面的に見た場合の傾斜方向は
、スリット群間で互いに異なっている。すなわち、反射表示領域１１ａおよび透過表示領
域１１ｂは、それぞれ、マルチドメイン構造となっている。
【００４３】
　また、第２実施形態では、上記第１実施形態と同様、平面的に見た場合に、少なくとも
画素電極２６の端部領域よりも内側の領域（図６中の破線で囲まれている領域）において
、画素電極２６のスリット２６ａのエッジ２６ｂと、調整層９によって形成される透明基
板３側の段差部１０とが互いに重ならないように構成されている。すなわち、第２実施形
態では、平面的に見た場合に、少なくとも画素電極２６の端部領域よりも内側の領域（図
６中の破線で囲まれている領域）において、画素電極２６の境界線付近に位置する部分（
画素電極２６のスリット２６ａが形成されていない部分）２６ｃ内に、調整層９によって
形成される透明基板３側の段差部１０が納まっている。
【００４４】
　第２実施形態では、上記のように、平面的に見た場合に、少なくとも画素電極２６の端
部領域よりも内側の領域において、画素電極２６のスリット２６ａのエッジ２６ｂと、調
整層９によって形成される透明基板３側の段差部１０とが互いに重ならないように構成す
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ることによって、上記第１実施形態と同様、液晶層１の液晶分子の配向が乱れるという不
都合が生じるのを抑制することができるので、液晶表示装置の表示品位が低下するのを抑
制することができる。
【００４５】
　また、第２実施形態では、上記のように、反射表示領域１１ａおよび透過表示領域１１
ｂの各々をマルチドメイン構造にすることによって、上記第１実施形態よりも視野角を向
上させることができる。
【００４６】
　図７は、第２実施形態の変形例による液晶表示装置に設けられた画素電極（第２電極）
の平面図である。図７を参照して、この第２実施形態の変形例による液晶表示装置は、画
素電極２６のスリット２６ａの傾斜方向が上記第２実施形態と異なること以外は、上記第
２実施形態と同様に構成されている。
【００４７】
　このように、画素電極２６のスリット２６ａの傾斜方向を上記第２実施形態と異ならせ
たとしても、上記第２実施形態と同様の効果を得ることができる。
【００４８】
　（第３実施形態）
　図８は、本技術の第３実施形態による液晶表示装置に設けられた画素電極（第２電極）
の平面図である。次に、図８を参照して、第３実施形態による液晶表示装置の構造につい
て説明する。
【００４９】
　第３実施形態による液晶表示装置では、図８に示すような画素電極（第２電極）３６が
用いられている。なお、第３実施形態による液晶表示装置の画素電極３６以外の部分の構
造は、図１に示した第１実施形態の液晶表示装置の構造と同様である。
【００５０】
　この第３実施形態の画素電極３６は、液晶層１の液晶分子の配向を制御するためのスリ
ット３６ａを複数有している。そして、第３実施形態では、画素電極３６の複数のスリッ
ト３６ａは、その各々がＡ方向（画素の短辺方向）に沿って延びる細長状に形成されてい
るとともに、Ｂ方向（Ａ方向と直交する方向）に互いに所定の間隔を隔てて配列されてい
る。
【００５１】
　ここで、第３実施形態では、平面的に見た場合に、少なくとも画素電極３６の端部領域
よりも内側の領域（図８中の破線で囲まれている領域）において、画素電極３６のスリッ
ト３６ａのエッジ３６ｂと、調整層９によって形成される透明基板３側の段差部１０とが
互いに重ならないように構成されている。
【００５２】
　具体的には、第３実施形態では、平面的に見た場合に、画素電極３６の境界線付近に位
置する部分にもスリット３６ａが配置されている。そして、平面的に見た場合に、少なく
とも画素電極３６の端部領域よりも内側の領域（図８中の破線で囲まれている領域）にお
いて、画素電極３６の境界線付近に位置するスリット３６ａの開口内に、調整層９によっ
て形成される透明基板３側の段差部１０が納まっている。さらに、第３実施形態では、平
面的に見て、画素電極３６の境界線付近に位置するスリット３６ａのＢ方向の中心と、調
整層９によって形成される透明基板３側の段差部１０のＢ方向の中心とが互いに一致して
いる。
【００５３】
　第３実施形態では、上記のように、平面的に見た場合に、少なくとも画素電極３６の端
部領域よりも内側の領域において、画素電極３６のスリット３６ａのエッジ３６ｂと、調
整層９によって形成される透明基板３側の段差部１０とが互いに重ならないように構成す
ることによって、上記第１実施形態と同様、液晶層１の液晶分子の配向が乱れるという不
都合が生じるのを抑制することができるので、液晶表示装置の表示品位が低下するのを抑
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【００５４】
　また、第３実施形態では、上記のように、平面的に見た場合に、画素電極３６の端部領
域よりも内側の領域において、画素電極３６の境界線付近に位置するスリット３６ａの開
口内に、調整層９によって形成される透明基板３側の段差部１０が納まるように構成する
ことによって、平面的に見た場合に、画素電極３６の端部領域よりも内側の領域において
、画素電極３６のスリット３６ａのエッジ３６ｂと、調整層９によって形成される透明基
板３側の段差部１０とが互いに重なってしまうのを容易に抑制することができる。
【００５５】
　なお、今回開示された実施形態は、すべての点で例示であって制限的なものではないと
考えられるべきである。本発明の範囲は、上記した実施形態の説明ではなく特許請求の範
囲によって示され、さらに特許請求の範囲と均等の意味および範囲内でのすべての変更が
含まれる。
【図面の簡単な説明】
【００５６】
【図１】本技術の第１実施形態による液晶表示装置の構造を示した断面図である。
【図２】図１に示した第１実施形態による液晶表示装置に設けられた画素電極（第２電極
）の平面図である。
【図３】本技術の第１実施形態による液晶表示装置の表示動作を説明するための模式図で
ある。
【図４】本技術の第１実施形態による液晶表示装置の表示動作を説明するための模式図で
ある。
【図５】第１実施形態の変形例による液晶表示装置に設けられた画素電極（第２電極）の
平面図である。
【図６】本技術の第２実施形態による液晶表示装置に設けられた画素電極（第２電極）の
平面図である。
【図７】第２実施形態の変形例による液晶表示装置に設けられた画素電極（第２電極）の
平面図である。
【図８】本技術の第３実施形態による液晶表示装置に設けられた画素電極（第２電極）の
平面図である。
【図９】従来の横電界方式を採用した半透過型の液晶表示装置の構造の一例を簡略的に示
した断面図である。
【符号の説明】
【００５７】
　１　液晶層
　１ａ　液晶分子
　２　透明基板（第１基板）
　３　透明基板（第２基板）
　４　共通電極（第１電極）
　６、２６、３６　画素電極（第２電極）
　６ａ、２６ａ、３６ａ　スリット
　６ｂ、２６ｂ、３６ｂ　エッジ
　９　調整層
　１０　段差部
　１１ａ　反射表示領域
　１１ｂ　透過表示領域
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摘要(译)

要解决的问题：提供一种能够抑制显示质量劣化的液晶显示装置。 解决
方案：该液晶显示装置包括夹着液晶层1的透明基板2和3，以及透明基板
2 形成在液晶层1侧的表面上的公共电极4和形成在液晶层1侧的公共电极
4的表面上的公共电极4 并且像素电极6具有用于控制液晶层1的液晶分子
1a的取向的狭缝6a 并且，在液晶层1侧的透明基板3的表面上形成液晶层
1， 调整为小于透射显示区域11b中的液晶层1的厚度 并且凸形调节层9
具有凸起形状。然后，当在平面图中观察时，像素电极6的狭缝 透明基
板6的边缘6b和由调整层9形成的透明基板3侧的台阶部分10是相互的 如
图1所示。 .The
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